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医
療
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
、
高
度
化
す

る
な
か
、
健
康
を
願
う
市
民
の
公
的
医

療
機
関
へ
の
期
待
は
大
き
い
も
の
が
あ

り
、
こ
れ
に
応
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
高
度
救
急
医
療
を
は
じ
め

と
す
る
地
域
医
療
の
充
実
を
図
る
中
核

的
病
院
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
社
会
保

険
庁
な
ど
国
の
動
き
を
見
き
わ
め
な
が

ら
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
基
本
計
画
策

定
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
健
康

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
一
人

暮
ら
し
や
要
介
護
の
高
齢
者
な
ど
に
対

す
る
各
種
の
事
業
を
実
施
す
る
ほ
か
、

た
っ
し
ゃ
か
体
操
の
普
及
な
ど
を
通
じ

て
高
齢
者
が
地
域
の
な
か
で
元
気
で
生

き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
健
康

づ
く
り
や
生
き
が
い
対
策
も
講
じ
ま
す
。

一
方
、
安
全
で
安
心
な
食
生
活
に
つ

な
が
る
地
産
地
消
の
取
り
組
み
や
『
ふ

る
さ
と
薬
膳
』
メ
ニ
ュ
ー
の
普
及
な
ど

『
食
の
ま
ち
づ
く
り
』
を
通
じ
て
市
民
の

健
康
維
持
増
進
を
図
り
、
健
康
で
長
生

き
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
を
め

ざ
し
ま
す
。

●中核的病院整備推進事業 ８２９万円
救急医療や高度医療に対応できる医療環境の充実をめざし、中核的病院の整備を推進します
問合先 中核的病院準備室 財源：市829万円

●夜間救急外来診療体制整備事業 ８０８万円
夜間における救急外来診療体制を確保するため、救急告示病院に対し補助を行います
問合先 健康づくり課 財源：県404万円 受託事業収入174万円 市230万円

●在宅当番医制運営事業 ５８万円
休日・夜間急患医療センターでの初期救急医療体制を補完し、連休日における耳鼻科、眼
科の救急患者への適切な医療の提供を図るため、事業を伊万里・有田地区医師会に委託します
問合先 健康づくり課 財源：市58万円

●病院群輪番制病院運営事業 ４９０万円
初期救急医療（休日・夜間急患医療センター、在宅当番医制）の後方支援として、休日に
おいて入院治療を必要とする重症救急患者の医療を確保するため、輪番制により開院する
伊万里・西松浦地区内の11病院に対し、運営に要する経費の補助を行います
問合先 健康づくり課 財源：受託事業収入212万円 市278万円

●休日・夜間急患医療センター運営事業 １，３２９万円
休日・夜間急患医療センターを開設し、日曜日や祝日、夜間小児などの初期救急医療体制
の確保を図ります
問合先 健康づくり課 財源：市1,329万円

●食を活かしたまちづくり事業 ４８５万円
平成17年度に引き続き「食のまちづくり推進計画」に基づき、市民と行政との協働により
計画的かつ効率的に事業を推進します
○事業内容
・食のまちづくり推進委員会の開催
・都市宣言の普及活動事業
・農村レストランメニュー構築事業

問合先 男女協働・まちづくり課 財源：国299万円 市186万円

●健康長寿のまちづくり推進事業 ６０万円
健康長寿のまちづくりを推進するため各種事業を行います
①健康づくり普及推進員（たっしゃか推進員）養成
②たっしゃか体操普及事業
③私の町のおすすめ簡単「家庭の味」普及事業
④健康づくり推進のつどい
問合先 健康づくり課 財源：佐賀県国民健康保険団体連合会60万円
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たっしゃか体操




